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▶ 2021 年 3 月 14 日にオンライン開催されたシン
ポジウム「人生の最終段階と透析療法─緩和ケア
とACP の役割」に参加しました。東京大学死生
学・応用倫理センター 上廣死生学・応用倫理
講座と日本老年医学会などが主催し，患者を支え
るさまざまな立場の参加者による，熱いディスカッショ
ンが行われました。その中で発表のあった『高齢
腎不全患者に対応する医療・ケア従事者のため
の意思決定支援ツール』を軸に今号の特別記事
を執筆いただきました。以前から非がん患者の緩
和ケアに関心があったのですが，今回は患者の高
齢化が進む腎不全患者の意思決定支援を例に
会田氏らによって考察されています。▶シンポジウム
での「腎不全は高齢化医療の縮図」という発言
も印象に残っています。治療自体も負担になった患
者さんから「治療がつらい，もう終わりにしたい，も
う十分生きた」と言われた時に，どのようなサポート
ができるでしょうか。コロナ禍で実家の家族や親戚
に会えない中，考える機会になりました。�（石塚）

▶先日，1 冊の書籍が編集室宛てに献本として届
きました。出版元は私が以前に勤めていた会社で，
開封してみると，担当編集者は新入社員の頃にお
世話になった先輩社員でした。営業系の業務か
ら編集者に転向し，以降，自然系からケア系まで
幅広い書籍を手掛け，映画化された原作本などの
ヒット作もあると聞いていました。私のことは忘れて
いるかも？と思いながら，献本拝受のメールを送る
と，すぐに返信があり25 年の時空を超えた感じで
うれしくなりました。献本書籍は，がん患者さんが
著者で，自然写真と短歌と文章で構成されたとて
も美しい書籍なのですが，偶然にも弊誌と同じ印
刷会社アイワードさんの印刷によるもので，「同社
の技術力が生かされています」と先輩からのメー
ルに記されていました。医療関係への献本を検討
する中で，ある病院の図書室司書さんが弊誌を推
薦してくださり，それで献本をした，とのことでした。
人のつながりの中で仕事をさせていただいている
ことに深く感謝します。� （小齋）
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特集

組織で取り組むメンタルサポート 
慢性ストレスに対処し，バーンアウトや離職を防ぐ
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の流行が長期化し，最前線で対応にあたる看護師だ
けでなく，日常診療に関わるすべての医療者がさまざまなストレス要因に晒されています。
COVID-19はさまざまな関係性に影響を及ぼし，関係性の中で起こった問題が累積することに
よってストレス状態が高くなるという特徴がありました。また長期化によるストレス性疾患や精神症
状の危険性が高まっています。� �
本特集では，メンタルサポートに関わる専門家および看護管理者の経験や具体的なメンタルケア
を紹介し，これから続くことが予測される中長期的なストレスへの対応や，抑うつ状態や燃え尽き
（バーンアウト）状態，離職につながるような状態からスタッフを守るためのサポートについて解説
します。

慢性ストレスに対するメンタルサポート 
看護管理者によるスタッフのストレスマネジメントとセルフケア◉武用百子
最前線で新型コロナウイルス感染症のケアにあたる看護職へのメンタルサポート 
東京都看護協会の取り組みから◉寺岡征太郎
組織で取り組むスタッフのメンタルケア 
日本赤十字社医療センターにおける心理専門職の立場から◉秋山恵子

【実践報告】看護管理者が取り組むスタッフのメンタルサポート，ストレスコーピング 
◉後迫瑞穂

【実践報告】コロナ禍での看取りを経験した看護師へのメンタルサポート◉村田涼子
精神看護専門看護師の活躍を支える職場環境◉河野佐代子／木村範子

巻頭シリーズ
【石垣靖子氏対話シリーズ】 
看護と倫理　尊厳を護るケアの担い手として◉石垣靖子／進藤喜予

facebookアカウントをお持ちの方は「いいね！」
をお願いします。
//www.facebook.com/kangokanri1991/
twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いします。
//twitter.com/kangokanri

facebook，twitterやってます！
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